
142 INTERNET MAGAZINE 1995/9

2種類あるアスキーの
インターネット接続

6月某日、家に帰ってくると担当編集者

のS氏から留守番電話が入っている。

「Sですけどぉ～、また電話しますぅ～」

となんだか元気がない。どうしたんだろう？

……と電話すると、どうやら風邪をひいた

らしい。元気のないS氏曰く「うぅんと、

今月はアスキーということで、よろしくぅ。

オンラインサインアップの電話番号も雑誌

の広告ページにあると思いますから……ゲ

ホゲホ、ズルズル（←これはウソ）」

というわけで、今月も簡単に決まってし

まった探検ターゲット。さあ、いつものよ

うに雑誌の広告ページを……と探してみた

ところ、アスキーのインターネットの広告

は2種類。読んでみると、どうやらアスキ

ーでは2つの経路でインターネットにアクセ

スできるサービスを提供しているようだ。

1つはパソコン通信の「アスキーネット」

に申し込むというやり方。

利用者は、アスキーネットのパソコン通

信サービスを利用しながら、インターネッ

トにもアクセスできる。これだと、初回登

録料：個人3000円（1ID）／法人5000円

（1法人）、ネット使用料：基本料金2000

円／月（5時間まで）、5時間以上20円／

分、通信速度：300～28800bps、アクセ

スポイント：全国27か所（1200／2400bps

のみ）。月間基本料金はかかるが、パソコ

ン通信を楽しみながらインターネットを使

うことができて、全国27か所にアクセスポ

イントがある（ただし2400bpsだから、イ

ンターネットをフルに使うには、ちとつら

い）。

問題なのは、このサービスで使えるのが

mail、telnet、FTP、NetNews、archie、

finger、whoisというラインナップで、

WWWが使えないこと。しかし、広告によ

ると雑誌についているキーワードを登録す

れば「アスキーネット初回登録料が1000円

割引になります」のだ。これにはソソられ

るものがある（ほんのちょっとだけね）。注

もう一方のインターネット接続サービス

は「コンコルドを自家用機にした気分」と

いう広告のほうのサービスである。
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【プロバイダー探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

第6回
アスキーインターネット編

archie：目的のファイルがどのanonymous FTPサーバーにあるのか調
べてくれるツール。ファイル名はワイルドカードでもOK。

finger：インターネットに接続されているマシンにあるユーザーの情報
を検索するツール。古くからありインターネット標準のツール。個人
に対する情報検索が基本的利用方法だが、マシン（& 時期）によっ
ては「積雪情報」を提供しているサイトもある。

whois：Network Information Center（NIC; JPNICやInter NIC）か
ら、ドメイン／管理者などの情報を検索する。NIC に登録されている、
ほとんどの情報を検索できる古くからのインターネット標準のツール。

注：このキャンペーンは6月末日で終わった。

アスキーインターネット接続サービスは「コンコルド
を自家用機にした気分」？
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こちらのほうは加入料金：1000円（1メ

ールアドレスを含む）、接続料金：10円／分

だけ、という安さで天下無敵（？）のダイア

ルアップIP接続サービスが利用できる。し

かもV.34／V.FCの非同期28.8Kbps接続に

加えて、同期 ISDN64Kbpsもオッケーだ。

しかし、うまい話には裏がある……とい

うわけで、残念ながらこのサービスのアク

セスポイントは東京1か所のみ。また、

ISDNの非同期接続（38.4Kbps）はない。

さて、パソコン通信ではもはや老舗のアス

キーネットだけど、今さらごちゃごちゃした

BBSに出かけるのも面倒だしな～。WWW

が使えるという点を考えても、やっぱこっち

かね？ それにテキ（＝編集者S氏）は風邪

をひいて元気がない。当然、先月借りた

64K同期接続用のISDNカードのことも忘

れているようだし、今月も64K同期でいけ

ば……ふっふっふ、もう私のものだぁ～。や

っぱこっちを選んで同期64Kbps接続に挑

戦することに決定！（なんか動機が不純）。

そこで、さらに広告の説明を読んでみる

と、「メールアドレス追加サービス（1アド

レス／500円）」というのがある。これはど

うやら契約1つで、2つ以上のメールアドレ

スを作ってくれるものらしい。別のところ

に「法人もメールアドレスの追加発行がで

きるため、1契約で部署単位の利用が可能

です」とあるから、これはなかなか合理的

なオプション。もっとも「同時に複数ログ

インした場合は、それぞれが接続した時間

に対して接続料金がかかります」なのだ

（当たり前だが）。

ではクレジットカードを手元において、

さっそくパソコン通信で入会申し込みをす

ることにしよう。

今回はオンラインの説明を
ちゃんと読む

パソコンにモデムを接続し、一般的なパ

ソコン通信の通信条件で端末ソフトをたち

あげる。アクセス電話番号は03-3406-0813

で、これはパソコン通信「アスキーネット」

へのオンラインサインアップと共通のよう

だ。ただし、インターネット・サービスの

サインアップ時には「login: 」プロンプト

で「dialup」と入力することになる。

Shift-JIS、JIS、Japanese EUCのうちか

ら自分の使っている文字コードを選択して

「インターネット接続サービスサインアップ

センター」に入り、まずは「1:サインアップ

センターのご案内」を読んでみると、個人

で申し込む際に利用できるクレジットカー

ドの種類が出てくる。利用できるのは……

VISA、JCB、UC、DC、ミリオンカード、

ダイナース、アメリカン・エキスプレス、日

本信販カード（アスキーカードを含む）

……だが、これだけあればどれか1枚く

らい該当するカードはあるだろう。

次は「2:サービスのご案内」の中の「ア

スキー・インターネット接続サービス」に

ついての説明。この中で気づいたのが……

当社メールサーバーやニュースサーバー（95

年6月頃開始予定）も付加料金なしでご利

用いただけます。

……というくだり。これはInfoSphereで

も同じだったけど、やっぱりネットニュー

スって扱い低いんだな～。でも近日中に接

続されるらしいから、とりあえず大きなデ

メリットはなし、と（後から送られてきた

書類によれば『7月4日からサービス開始』

ということで、めでたしめでたしである）。

さらに、ソフトウェアとしては……

①TCP／IPプロトコルで使えるPPPをサポ

ートする接続ソフトウェア

②メールハンドラー（POP3、SMTPサポート）

③ニュースリーダー（NNTPサポート）

④その他、必要に応じて、FTP、telnet、

archie、WWWブラウザ等

V.34／V.FC：2つとも28,800bpsが特徴であるモデムプロトコル。
ITU-T（旧CCITT）が策定したV.34（標準）と、米国RockWell社
独自のV.FC（V. Fast Class; 業界標準）。V.FCは早期に登場し現在数
多く普及しているが、今後V.34に置き換えられていくと見られている。

同期ISDN64Kbps：いま企業が引いている専用線は64Kbpsがほとん
ど。つまり、専用線を占有したくらいの速度がある（が、体感的には
それ程でも…との意見もあり）。

ISDNの非同期接続（38.4Kbps）：ISDNを利用するうえでは、非
同期38,400bpsと同期64,000bpsの２つがある。非同期38,400bpsは
RS-232CでもＯＫだが、同期64,000bpsは専用の増設カードかISDN
ダイアルアップルーターが必要。

ニュースサーバー：NetNewsを読むためには、ニュースサーバーが必
要なのはいうまでもない。anonymousFTPやWWWと違って、各組
織のニュースサーバーは基本的に公開されていない。つまり、プロバ
イダーが用意してくれないとニュースが読めない。

InfoSphere：NTT PC コミュニケーションズが行っているインターネ
ット接続サービス。

メールハンドラー（POP3、SMTPサポート）：プロバイダーのメール
サーバーに届いている電子メールを読むプロトコルがPOP3（Post
Office Protocol Version 3）。電子メールを発信するプロトコルがSMTP
（Simple Mail transfer Protocol）。

NNTPサポート：Network News Transfer Protocolの略。ニュースサ
ーバー間でニュースを転送するのに使われているほか、ユーザーがニュ
ースを読んだり投稿したりするのにも使われている。

残念ながらアクセスポイントは東京のみ。

VISA、JCB、UC、DC、ミリオンカード、ダイナ
ーズ、アメリカン・エキスプレス、日本信販カード
が使えます。
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……が必要との記述があるが、定番のも

のばかりでアテ（オマケCD-ROM）もある

から安心だ。

ところで「接続アカウント及びパスワー

ド」の項目に……

本サービスに接続するための接続アカウント

並びに接続パスワードは、加入手続き後、

ご郵送いたします。

……とある。う～ん、やっぱりオンライ

ンサインアップといっても“即ID発行”と

はいかないわけね。ま、ID発行までにどれ

くらいかかるのか、待ってみることにしよ

うっと。

次に「電子メールについて」の項目を見

てみると、注意しておかないとまずいこと

が書いてある。

・到着メールは、到着後1か月間はメールサ

ーバー上に保存いたしますが、1か月を過ぎ

ますと自動的に削除されます。

・メールアドレスは、接続アカウントとは別

のものです。加入手続き時の姓名を元にキ

ャラクタを付加、削除し、システム側が自動

的に発行いたします。なお、メールアドレス

の変更はお受けしておりません。

……というわけだ。ま、実用上、1か月

以上もアクセスしないことはないだろうか

ら（ひょっとしたら長期の旅行なんかに出

かけて……なんて考えてみるが、そんなこ

と、ないない）差し支えはないだろう。

問題があるとしたらメールアドレスのほ

うかな～？　パソ通並みの覚えにくいメー

ルアドレスを割り当てられたりしたら、悲

惨だけど、名前を元にしてるわけだから、

ヘンだったら親のせいだ（？）。

と、ここまで読んで、低料金にするため

に結構ドライに割り切ってるな～とは考え

たが、もっとすごいのが「アカウントの失

効」というところ。「90日間ダイアルアッ

プIP接続が行われなかった場合、登録は失

効します」のだ！

しかし、これも見方を変えてみると便利

かもしれない。知り合いの某氏などは、ア

メリカ出張の際に現地のパソコン通信サー

ビスに加入してみたのはよいけれど、時差

ボケと疲労でパスワードを忘れてしまい、

帰国してから一度もアクセスしていない。

にもかかわらず、それ以来毎月、月間基本

料金がクレジットカードから引き落とされ

続けてるらしい。でもって、当然解約のや

り方もよく分からないっていう悲劇的状態

……。でも、ここの場合、月間基本料金

もないわけだから、面倒になったらそのま

まほおっておけばいいってことになる。う～

ん、ズボラな誰かさんにはピッタンコ！

ここ以外でひっかかったのは加入規約

「8:本サ－ビスの保守」のところにある……

②電子メ－ルの送受信については、毎月１

回弊社の定めた日時に定期保守点検を行う

ため機能が停止します。

……という記述だけど、まあメールが消

えてしまうわけじゃなし（ひょっとして消え

ちゃうこともあり？）、そんなに気にするこ

とでもないだろう、と考えることにした。

キーワードって何だっけ？

最初からきっちりと説明を読んだので、

ちとお疲れモードだが、さぁ、サクサク加入

申し込みをやってしまおう。

加入規約に同意するかどうかを尋ねられ

た後、名前、性別、生年月日を入力する。

ちょっと面倒なのは「お名前のフリガナを

半角のカタカナで入力してください」とい

うやつ。某OS系の人なら何とも思わない

のかもしれないが、こちとらは半角片仮名

なんて慣れてない。どうやって変換したら

いいのか、苦戦してしまった。

これが終わると確認を求められるが、誤

った箇所があれば項目番号を指定して訂正

できる。
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機能が停止します：アスキーに問い合わせたところ、加入規約には書
かれているが、実際には行っていないとのことだ。

プロバイダー
探検隊

やっぱりオンラインサインアップといっても“即ID
発行”というわけにはいかない。

90日間ダイアルアップIP接続しないと、登録がキ
ャンセルされる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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続いては住所と電話番号、さらにクレジ

ットカードの登録だ。クレジットカードの

番号入力の場合には、ふつう4桁ごとに区

切ったり、ハイフンでつないだりする場合

が多いが、ここではストレートに16桁の数

字を入れることになる。これはちょっと注

意が必要。

もう一度登録内容の確認を求められて、

これでおしまいか、と思ったら……

キーワードをお持ちの方は、キーワードを入

力してください

お持ちでない方は、リターンキーを押してく

ださい

……というプロンプト。

あれれ？　パソコン通信の申し込みのほ

うには「キーワードを入力すると割引」と

いうサービスがあったけど、ダイアルアップ

IP接続にもそんなものがあったかな？　と

焦ったが、どこにもそんな記述が見つから

なかったのでやむなくリターンキーを押す。

これはパソコン通信の申し込みと同じ登

録プログラムを使っているからなのか、は

たまたどこかで（おそらくアスキーの雑誌

あたりで？）特別キャンペーンなんかをや

ってるんだろうか？　と考えてしまう。と

もかく、もし読者の方が申し込もうかな、

なんて考えた場合は、そこいらをちゃんと

チェックしてみることをお勧めしておく。

これでオンライン・サインアップはおし

まいだ。後はトラブルが起こった場合のこ

とを考えて、10桁のお問い合わせ番号をメ

モしておこう。

意外に速かったIDの発行

まぁ、これまでの感じだと1週間から2週

間くらい待たされるのかな～。とりあえず

気長に待つことにしよう……なんて考えて

いたら、とんでもない。なんと週末を挟ん

で5日でIDが送られてきてしまった！　え

らいぞインターネット事務局！

届いたパッケージにはモデム回線の大幅

増設やニュースサーバー開設などの「お知

らせ」のほか、接続アカウント、接続パス

ワード、Mailアカウント、Mailパスワード

などが記載された「ダイアルアップIP接続

サービス申込登録書」、そしてA4判40ペー

ジだての「接続ガイド」が入っている。

さっそく気になっていたMailアカウント

のところを見てみると、どうやら「ファー

ストネーム」＋「-（ハイフン）」＋「ラス

トネームの頭文字」＋「二桁の番号」で定

義されているようだ。まあ、これならいち

おう合格だ。

次に「接続ガイド」を開いてみると、さ

すがに出版社をやってるだけあってきちん

とした構成。第一章の「接続に必要な環

境とパラメータ設定」から始まって第五章

の「サービスセンター（オンライン）とサ

ポートについて」まで（素人に耳慣れない

語句の説明はほしい気もするが）実用上は

十分な内容と言っていい。

第一章の「ダイアルアップ接続に必要な

機器」の項目ではアスキー側が推奨する機

器（モデムあるいはISDNアダプター）と

ソフトウェアのリストがあげられ、第二章

の「接続ソフトウェアの設定と接続例」で

は、Windows＋ Chameleon 4.0J、Win-

dows＋Internet Office 3.0J、OS/2 warp

＋IBM Internet Connection（以上非同期

28.8Kbps）、Macin tosh＋ Interne t

ConnectPPP 、Windows NT 3.5（以上

非同期28.8Kbpsおよび同期64Kbps）な

ど、それぞれの接続例が画面イメージを使

って説明されている。手持ちの組み合わせ

が合致する人にはすごく便利だ。

残念ながら、私の定番、MacTCPと

MacPPPという組み合わせの設定の説明は

ない。先日来鍛えてきたISDN同期接続の

腕（おいおい、たった1回しかやってない

ぞ）がここで役に立つ。

手順は先月号で紹介したInfoSphereの

場合と同じなので簡単に書いておこう。

まずは64K同期接続用のカード「Time
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Chameleon：米国NetManage社のWindows用Internetパッケージ。

Internet Office：米国SRRY社のWindows用Internetパッケージ。

Internet ConnectPPP：㈱ディアイティのMacintosh用Internetパッ
ケージ。

Internet Connection：OS/2 Warp用のTCP/IPパッケージ。

なんと週末を挟んで5日でIDが送られてきた。偉い
ぞインターネット事務局。

さすが出版社をやってるだけあって、接続ガイドは
きちんとした構成。
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Liner Internet64」をMacintoshのNubus

スロットに差し込む。このカードのRJ-45コ

ネクターにINS64のDSUから出てくる太め

のケーブルを接続する。続いて専用ドライ

バーソフト「TimeLiner」と通信状態表示

用の「TL Lights」をインストール。これで

TA関係の作業はいちおう完了。

次に「MacPPP」と「Conf igPPP」

「MacTCP」をシステムホルダーに重ね、コ

ントロールパネルの中に収まった

「ConfigPPP」をクリック。出てくるウィ

ンドウの下中央にある「New...」をクリッ

クして【図1】のように新しいPPPサーバ

ーの名前を入力する。

「OK」ボタンを押して「ConfigPPP」の

画面に戻り、「Config...」ボタンを押して

出てくる画面の「Port Speed」や「Flow

Control」などを【図2】のように設定し、

ISDN64K同期接続の電話番号を入力した

後、「Authentication...」のボタンをクリッ

クする。ここで出てきたウィンドウ【図3】

の「Auth. ID」のところには、アスキーか

ら送られてきた「接続アカウント」を、

「Password」のところには「接続パスワー

ド」を入力する。「Mailアカウント」では

ないので要注意。この2つの項目の入力が

終わったら「OK」をクリックして、もとの

画面に戻る。

次に「MacTCP」をクリックして出てき

たウィンドウ（【図4】）の「Moreノ」の部

分をクリックする。するとウィンドウが開

くので、ここを【図5】のように設定する。

「MacTCP」の上の四角の中で「PPP」が

黒くなっていることを確認したらMac-

intoshを再起動する。これで準備完了だ。

最後まで気になった
メールの5MB制限

Macintoshが起動したらコントロールパ

ネルの中の「TimeLiner」をクリックして、

「発信者クラス」の「64K／PPP」のとこ

ろにあるラジオボタンをクリックする。つい

でに、接続される回線スピードとデータの

send／receiveの模様をウォッチするため

に「TL Lights」を走らせておく。

次に「ConfigPPP」を呼び出し、「Open」

のボタンをクリック。するとアップルマーク

の下の位置に「MacPPP Status」というウ

ィンドウが開き、「Dialing Modem...」か

ら「Network」まで、あっという間に進ん

でウィンドウは消えてしまう。いつもなが

らアッケないな～、64Ｋの同期接続は。

Netscapeを動かしてみると、簡単につな

がってしまった。う～ん、簡単＆快適……。

ついでにいつも使っているメールプログ

ラムの「Eudora-J」（これまで自分が使っ

ていたプロバイダーのメールサーバーが指定

されていた）を動かしてみると、これもす

ぐに自分のメールサーバーに接続され、メ

ールを読むことができる。

IP接続サービスってインターネットに接

続してくれるだけで、一旦つながってしま

えば自分のメールボックスのあるサーバー

までつながって当たり前なんだけど、なん

だか不思議な感じだ……。そんなことを考

えていたら、「月額基本料なし」のこのサ

ービスの使い方が分かってきた。

例えば、ダイアルアップの受け口を持っ

てない会社や学校のサーバーに自分のメー

ルアカウントを持っている人で、家からで

もインターネットでアクセスしてメールを読

みたい、快適にネットサーフィンしたい…

…と考えている人にはぴったりじゃないだ

ろうか？　

そこで問題なのが、メールが1か月以上

たつと自動的に消されてしまう（「接続ガ

イド」のほうには90日とあるけど、どっち

が本当？）という仕組み。さらにガイドに

よるとメールの保存は5MBまでという制限

があるということも書いてある。

メールでトータル5MBというとどれくら

いのものになるのか検討がつかないけど、活

発なメーリングリストに参加する場合など

を考えると、リスト管理者に迷惑をかけて

しまわないか、ちと不安だ。それに90日以

DSU：Digital Service Unitの略で回線終端装置とも呼ばれる。NTT
からのレンタル／買い取りならば、象牙色の弁当箱がそれ。この箱か
ら出てくるケーブル／コネクターは、通常の電話回線（アナログ）の
モジュラー（RJ-11）よりちょっと大きなコネクター（RJ-45）。

接続アカウント、接続パスワード、Mailアカウント：プロバイダーか
ら送られてくるアカウントには、PPP接続するための「接続アカウン
ト」と、電子メールの「Mailアカウント」の2つがある。当然のこと
ながら、それぞれ違うパスワードになっている。「接続アカウント」の
ほうはPPP IDと呼ばれることもある。

MacPPP Status：Dialup PPPで接続するまでには、電話をかけ、モ
デムとモデムがつながり、LCP/IPCP（どちらもPPPのサブプロトコ
ル）と多段階を経る。どれか1つでも誤っているとつながらないので、
途中の状態が把握できるダイアログが表示される。

メールの保存は5MB：活発なメーリングリストであっても、1週間で
5MBを超えるほどのメールは100年に一度くらい:-)。

プロバイダー
探検隊

Netscapeを動かしてみると、簡単につながってしま
った。う～ん、簡単＆快適。

「月額基本料なし」というのは意外に“使いがい”
があるぞ。
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上アクセスしないとメールアカウントが消え

てしまうのも（実用上問題はないとしても）

なんとなく不安なのは事実。

そういうことを考えると、社内のサーバ

ーでメーリングリストなんかを動かしておい

て連絡に使う、噂に聞くPHSのモデムあた

りで外から社内サーバーにアクセス……み

たいな使い方をする場合には、なかなかイ

ケるかもしれないぞ！

というわけで、ここんちのサービスは単

純で何の特徴もないと思ってたけど、「月

額基本料なし」というのは意外に“使いが

い”がある、というか、使う側の工夫次第

で結構おトク、と結論したのであった。

Conf igPPPの
[New..]をクリッ
クして名前を付
ける

図1

ConfigPPPの[Config..]ボタ
ンを押して出てくる画面を上
のように設定する

図2

[Authentication..]をク
リックして出る画面に
接続IDなどを入力

図3

PPPが選択されている
ことを確認して[More]
をクリック

図4

[Server]を選択し、[Domain]と[IP Address]を入力する

図5
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